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2 0 2 4 年 1 0月 9日

令 和 ６ 年 度 産 葉 と ら ず り ん ご 販 売 開 始

自 社 農 園 か ら も お 届 け で き る よ う に な り ま し た !

赤 系り んごの慣行 栽培は、 収穫前に葉摘みを行

い、 実の部分に十 分な陽を 当てる こ と で赤 く 色 づ

いていき ます。 葉と ら ずり んごは、 その名の通り

葉を 摘まずに育てる り んごです。 葉を 残し ておく

こ と で光合成が盛んに行 われ、 糖度が増すと 言 わ

れています。 イ ーサポート リ ン ク が販売する 葉と

ら ずり んごは、 全品種で糖度基準を 設けており 、

基準を ク リ アし たも のだけを 出荷し ています。

葉形の色 ムラ が美味し さ の理由です。

色 よ り 味に自 信があ り ま す

2024年4月 、 子 会社である 農地所有適格法人 株式

会社農業支 援(青 森県弘前市 / 代表取締役社⾧ 工

藤英紀)で、 り んご農園の運営を スタ ート さ せま

し た。 昨今の猛暑や豪雨 と いっ た天候の影響を 受

けながら も 、 無事本年度の収穫時期を 迎える こ と

ができ まし た。

自 社農園よ り ≪初出荷 ≫

イ ーサポート リ ン ク では、 若い農業従事者を 育成

し たり 、 高 齢の生 産者から 農園を 引き 継ぐ など 、

地域を支 える 活動を行 っ ています。 農地を 拡大 し

収量を 増やすこ と ができ れば、 通年販売が可能に

なり ます。 青 森県内だけでなく 、 日 本の農業全体

を 元気にし たい。 それが、 私たち イ ーサポート リ

ン ク の目 標です。

通年販売を め ざ し て

出 荷 前 の 葉 と ら ず り ん ご

り ん ご 農 園 (青 森 県 弘 前 市 笹 舘 )

冷 蔵 倉 庫 内 の 様子

弘 前 セ ン タ ー ( 冷 蔵 庫 外 観 )

弘 前 セ ン タ ー で の 選 果 作 業
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イ ーサポート リ ン ク では、「 岩木 山 麓葉と ら ずり んごの会」 の生 産者から 集めた葉と ら ずり んごの販

売を メ イ ン に行 っ ています。 主に弘前セン タ ー(青 森県弘前市堅田 神田 )で入 庫受付を し ていますが、

離れた地区の生 産者を 対象に、 第二 集荷場(青 森県北津軽郡鶴田 町)での受付を 始めまし た。

生 産者の負担を 軽減、 第二 集荷場で の受付を 始 め ま し た ！

イ ーサポート リ ン ク では、 り んごの収量が増える

こ の時期に、 第二 集荷場と し てど こ か利用 でき る

施設がないか探し ていまし た。 当社の契約生 産者

でも ある 企業から お話を いただき 、 廃校と なっ た

小 学校の体育館施設を ご提供いただける こ と にな

り まし た。 繁忙期の間、 第二 集荷場と し て活躍し

ています。

廃校舎が立 派な 倉庫に

自 社農園のある 笹舘地区や鶴田 町から 弘前セン タ

ーまでは、 車 で往復１ 時間以上かかり ます。 それ

ら の地域で農園を 営む生 産者にと っ て、 朝から 一

日 収穫作業を し 、 夕 方 1時間以上も かけてり んご

を 運ぶのは一 苦労でし た。 第二 集荷場を 利用 いた

だく こ と で、 今まで移動にかかっ ていた時間を 短

縮でき 、 収穫作業に専念し ていただく こ と ができ

ます。

収穫作業に 専 念で き る

入 庫 に 訪 れ た 生 産 者 ( 左 ) と フ ォ ー ク リ フ ト で そ れ を 受 け 取 る 福田 社 員 ( 右 )

第二 集 荷 場 外 観

こ の日 の入 庫 は ト キ

入 口 の 看 板 が目 印 自 作 の鳥 よ け ( 体 育 館入 口 )体 育 館 へ 延 び る フ ォ ー ク 用 ス ロ ー プ
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「 も う 歳でね、 手 放そう かと 思っ て……」 知人 の葉と ら ずり んご農家から 相談を 受けたのは２ 年前

のこ と 。 東京で販路の拡大 に奔走 し ていた工 藤社⾧ が、 収量を 増やすには自 分たち でも 作ら なき ゃ

ダメ だと 考えていた矢 先のこ と でし た。 工 藤社⾧ は弘前に戻り 、 相談を 受けた農家から 譲り 受けた

農園の手 入 れを 始めまし た。 その後、 脱サラ し て農家になる こ と を 希望し ていた佐藤さ んを 「 だっ

たら 、 り んご農家から 手 伝っ てみないか？」 と 招き入 れ、 現在は２ ヘク タ ール余り のり んご農園を

２ 人 で切り 盛り し ています。 渡さ れたり んごバト ン は、 し っ かり と 次世代へ繋がり まし た。

受け 取っ た り ん ご バト ン

「 奥さ ん同士 が友人 だっ たのがき っ かけで、 工

藤社⾧ に声を かけていただき まし た」 と 話すのは

新規就農者と し て昨年入 社し た佐藤貴秀社員。

「 農業はまっ たく の未経験なので、 戸 惑う こ と も

多いですが、 丁寧に教えていただける のと 、 何よ

り やり がい があり ます」

初め て で 難し い 部分も あ り ま

す が、 やり が い があ り ま す 。

西 洋り んごが青 森県にやっ て来たのは1875年の

こ と (青 森県庁HPよ り )。 「 何代も 続く 農家さ んも

あり ますが、 後継者不足 で農園を手 放す人 も 少な

く あり ません。 青 森り んご ブ ラ ン ド の火 を 消さ

ないよ う 、 佐藤さ んのよ う な若い就農者を 育てて

いく こ と が、 我々世代の使命だと 思っ ています」

と 、 工 藤社⾧ は話し てく れまし た。

1 5 0 年の歴史 青 森り ん ご

株 式 会 社 農 業支 援 工 藤 社⾧ ( 左 ) と 佐 藤 社 員 ( 右 )

電話番号： 03-6863-8523

メ ール： PR@ e-su p p o rtl in k . co . jp

担当： 経営戦略部/広報 谷

イ ー サポ ー ト リ ン ク 株式会社

≪こ の記事に 関す る 問合先≫

収 穫 の 様子

農 園 内 の小 屋 で 山 選 果


